
三番町の坂のふもとの四つ辻に

夏の終わりの風が吹く

季節はずれの赤トンボ

赤い電話（※）でひと休み

夕暮れがあたりに漂うと

町の空にも町の夜にも

星がひとつ、薄っすらと

三番町の坂のふもとの四つ辻に

秋と冬とが通り過ぎ

帰り忘れた枯れ葉が2枚

石の段々でひと休み

夕暮れがあたりに漂うと

町の空にも町の夜にも

月がひとつ、にっこりと

三番町の坂のふもとの四つ辻に

春らんまんが訪れて

薄紅色の花びらが

ひらひら飛んで宙返り

夕暮れがあたりに漂うと

町の空にも町の夜にも

星と月 ひっそりと

おやすみおやすみ
今宵不幸せの星を拾いに
私は夢の国に、旅に行く

三番町の子守唄 (作詞:田川律 作曲:下村誠)

(1)

(2)

(3)

おやすみおやすみ
今宵不幸せの星を拾いに
私は夢の国に、旅に行く

おやすみおやすみ
今宵不幸せの星を拾いに
私は夢の国に、旅に行く

※赤い電話→赤いレンガ でもよい


